景観形成基準に対する措置状況説明書

	対象区間

	□中目黒駅周辺　　　　□主要交差点周り(目黒通り、駒沢通り、目黒橋)



	対象
	景観形成基準
	該当
	措置状況

	建築物に対する基準


	形態、色彩、その他の意匠
	集合住宅のバルコニーや共用階段は、周辺の街並み景観と調和したデザインとする。
	有

□

無

□
	

	
	
	商業地域に位置する建築物の低層部は、歩行者の視線を意識し、にぎわいを感じさせる形態･意匠とする。
	有

□

無

□
	

	
	
	中高層部は、遠距離からの見通しを意識し、整った街並みを感じさせる形態･意匠とする
	有

□

無

□
	

	
	
	色彩基準に従うとともに、周辺の街並み景観との調和を図る。
	有

□

無

□
	

	
	
	建築物に付属する設備機器等は、建築物と一体的に計画するなど、道路からの見え方に配慮する。
	有

□

無

□
	

	
	
	屋上の設備機器などは、道路からの見え方に配慮した配置とするなど、中高層部は整った街並み景観が連なるように配慮する。
	有

□

無

□
	

	工作物に対する基準
	形態、色彩、その他の意匠
	色彩は、山手通り沿道の色彩基準に従う。


	有

□

無

□
	



	対象区間の方針
	商業拠点、交通の結節点として人々が快適に行き交う環境を整える。

	対象
	景観形成基準
	措置状況

	建築物に対する基準


	形態、色彩、その他の意匠
	壁面の位置の連続性の確保など、周辺の街並み景観を踏まえ、良好な景観形成を図る。
	

	
	建築物周囲の空地・外構
	公開空地を設けるときは、道路などの公共空間と連続したオープンスペースの確保など、公共空間との関係に配慮する。
	



	対象区間の方針
	目印となる主要交差点での印象を高める。

	対象
	景観形成基準
	措置状況

	建築物に対する基準


	形態、色彩、その他の意匠
	角地に建つ建築物等は、スカイラインを意識した屋根部の形状や、交差点の景観を意識した角部の処理、外壁の素材等の工夫により交差点の印象を高める。
	


○山手通り沿道








◇主要交差点周り（目黒通り、駒沢通り、目黒橋）





◇中目黒駅周辺





◇全区間











